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は
じ
め
に

『
無
名
抄
』
は
鴨
長
明
の
手
に
な
る
和
歌
随
筆
で
あ
る
。
成
立
は
、

「
関
清
水
事
」
の
段
に
「
建
暦
の
初
の
年
十
月
余
り
の
比
、
三
井
寺

へ
行
く
」
と
い
う
叙
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）

一
一
月
以
降
と
見
ら
れ
る
が
、
全
体
で
約
八
〇
段
も
の
歌
話
を
収
め

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
内
容
は
、
詠
歌
の
心
得
・
歌
体
論
と
い
っ
た
歌
論
書
的

な
も
の
、
歌
枕
・
和
歌
の
故
実
と
い
っ
た
歌
学
書
的
な
も
の
、
同
時

代
の
歌
人
の
逸
話
と
い
っ
た
説
話
的
な
も
の
と
多
岐
に
わ
た
り
、
後

鳥
羽
院
の
和
歌
所
寄
人
で
も
あ
っ
た
長
明
の
和
歌
と
の
関
わ
り
を
知

る
上
で
も
、
同
時
代
の
歌
壇
や
歌
人
た
ち
の
有
り
様
を
捉
え
た
資
料

と
し
て
も
、
重
要
な
作
品
で
あ
る
。

『
無
名
抄
』
の
伝
本
は
、
最
古
本
で
あ
る
東
京
国
立
博
物
館
蔵
梅

沢
記
念
館
旧
蔵
本
（
以
下
、「
梅
沢
本
」）
の
他
、
天
理
図
書
館
蔵
呉
文

炳
氏
旧
蔵
本
（
以
下
、「
呉
本
」）、
天
理
図
書
館
蔵
竹
柏
園
旧
蔵
本
（
以

下
、「
竹
柏
園
本
」）、静
嘉
堂
文
庫
蔵
本（
以
下
、「
静
嘉
堂
本
」）等
の
写
本
、

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）・
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
の
刊
本
な
ど
多

く
の
も
の
が
あ
る
が
、
諸
本
間
に
は
異
本
と
い
え
る
ほ
ど
の
大
き
な

差
は
な
い
。
現
在
、
梅
沢
本
と
呉
本
の
二
本
が
書
写
年
代
も
鎌
倉
時

代
と
古
く
、
す
ぐ
れ
た
古
写
本
と
さ
れ
て
い
る︵
１
︶が

、
日
本
古
典
文
学

大
系
『
歌
論
集
能
楽
論
集
』
所
収
本
が
静
嘉
堂
本
、
朝
日
古
典
全
書

『
方
丈
記
』
所
収
本
と
歌
論
歌
学
集
成
七
巻
（
三
弥
井
書
店
）
の
所
収

本
が
呉
本
、
日
本
歌
学
大
系
三
巻
の
所
収
本
が
竹
柏
園
本
を
底
本
と

し
、『
鴨
長
明
全
集
』（
貴
重
本
刊
行
会
）
が
梅
沢
本
の
翻
刻
を
収
め
る

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
体
系
だ
っ
た
伝
本
研
究
は

『
無
名
抄
』
伝
本
考

木
下　

華
子
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行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
様
々
な
テ
キ
ス
ト
が
流
布
し
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
『
無
名
抄
』
の
伝
本
と
系
統
の
問

題
に
対
し
て
、
調
査
の
結
果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　
『
無
名
抄
』
の
諸
本

『
国
書
総
目
録
』
に
載
る
『
無
名
抄
』
の
伝
本
は
、
約
四
〇
本
の

写
本
と
三
種
類
の
板
本
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
を
参
照
し

つ
つ
、
主
要
と
思
わ
れ
、
稿
者
が
本
文
全
体
の
異
同
を
確
認
し
た
も

の
一
四
本
（
写
本
一
三
本
、
板
本
一
本
）
を
主
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

以
下
に
一
四
本
の
簡
略
な
書
誌
を
述
べ
る
が
、
そ
の
過
程
で
管
見
に

入
っ
た
五
本
を
加
え
、
全
体
で
は
一
九
本
を
考
察
の
対
象
と
し
た
。

（
１
）
東 

京
国
立
博
物
館
蔵
梅
沢
記
念
館
旧
蔵
本
﹇
函
架
番
号
：

三
一
八
一
﹈
│
「
梅
沢
本
」「
梅
」
と
略
称
│

（『
復
刻
日
本
古
典
文
学
館
』
の
複
製
に
よ
る
）

重
要
文
化
財
指
定
。
復
刻
日
本
古
典
文
学
館
シ
リ
ー
ズ
（
日
本
古

典
文
学
会
）
の
一
冊
と
し
て
複
製
が
あ
り
、『
鴨
長
明
全
集
』
に
全
文

翻
刻
と
影
印
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
久
保
田
淳
氏
に
よ
る
復

刻
日
本
古
典
文
学
館
の
解
題
に
よ
り
摘
記
す
る
。
写
本
一
冊
。
列
帖

装
（
六
折
）。
桐
箱
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、「
無
名
抄　

鴨
長
明
真
筆
」

と
打
ち
つ
け
書
き
で
墨
書
。
本
書
は
縦
二
四
・
七
糎
、
横
一
六
・
二

糎
。
表
紙
は
本
文
料
紙
と
共
通
で
斐
紙
。
外
題
・
内
題
な
し
。
墨
付

八
三
丁
。
末
尾
の
遊
紙
が
後
表
紙
と
見
な
さ
れ
る
。
一
面
の
行
数
は

概
ね
一
〇
行
（
八
行
～
一
一
行
の
範
囲
内
）。
和
歌
は
改
行
し
、
概
ね

二
字
下
げ
、
一
首
を
上
句
・
下
句
に
分
け
て
二
行
に
記
す
。
章
段
の

区
切
り
は
朱
の
合
点
で
示
す
。
目
録
は
な
く
、
見
出
し
は
漢
字
片
仮

名
交
じ
り
で
朱
書
。
一
行
を
取
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
行
間
に

細
く
書
か
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
見
出
し
は
本
文
と
同
筆
と
見
ら

れ
る
。
奥
の
遊
紙
の
上
に
「
墨
付
八
十
三
枚
」
と
記
し
た
、
縦
一
三

・
二
糎
、
横
二
・
二
糎
の
美
濃
紙
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
奥
書

は
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
の
書
写
。

（
２
）
天 

理
図
書
館
蔵
呉
文
炳
氏
旧
蔵
本
﹇
函
架
番
号
：
九
一
一

・
二　

イ
二
一
七
﹈
│
「
呉
本
」「
呉
」
と
略
称
│

（
呉
文
炳
著
『
国
書
遺
芳
』
に
よ
る
）

呉
文
炳
著
『
国
書
遺
芳
』
に
写
真
版
で
全
文
が
収
め
ら
れ
、
吉
田

幸
一
氏
に
よ
る
解
題
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
朝
日
古
典
全
書

『
方
丈
記
』
所
収
本
と
歌
論
歌
学
集
成
七
巻
所
収
本
の
底
本
で
あ
る
。

以
下
、『
国
書
遺
芳
』
と
小
林
一
彦
氏
に
よ
る
歌
論
歌
学
集
成
第
七
巻

の
解
題
に
よ
っ
て
摘
記
す
る
。
写
本
一
冊
。
胡
蝶
装
（
九
折
）。
縦

二
二
・
八
糎
、
横
一
五
・
七
糎
。
表
紙
は
古
代
裂
濃
茶
地
に
薄
茶
唐

草
模
様
、
中
央
に
題
簽
「
無
名
抄
」
と
あ
る
。
内
題
、「
無
名
抄
」。

料
紙
は
鳥
の
子
。
墨
付
九
八
丁
。
一
面
九
行
。
和
歌
は
改
行
し
、
二

字
下
げ
、
一
首
を
上
句
・
下
句
に
分
け
て
二
行
に
記
す
。
目
録
は
な
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く
、
見
出
し
は
一
行
を
取
っ
て
書
く
。
全
体
に
擦
り
消
し
や
重
ね
書

き
に
よ
る
本
文
の
訂
正
が
見
ら
れ
る
。
奥
書
は
な
い
が
、
書
写
年
代

は
鎌
倉
期
を
下
ら
な
い
。

（
３
）
東 

京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
阿
波
国
文
庫
本
﹇
函
架
番
号
：

Ｅ
三
一
・
六
八
四
﹈
│
「
阿
波
国
本
」「
阿
」
と
略
称
│

平
成
九
年
度
～
一
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
報
告
書
『
日

本
古
典
文
学
に
お
け
る
モ
チ
ー
フ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
化
と
そ
の
索
引
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
研
究
』
附
載
阿
波
国
文
庫
本
『
無
名
抄
』
翻
刻
及

び
索
引
（
研
究
代
表
者
小
島
孝
之　

平
成
一
二
年
三
月
）
に
全
文
の
翻
刻

が
載
る
。
写
本
一
冊
。
袋
綴
。
縦
二
七
・
七
糎
、
横
一
九
・
七
糎
。

栗
皮
色
の
紙
表
紙
の
中
央
に
「
無
名
抄
」
と
書
か
れ
た
題
簽
を
貼
付
。

題
簽
は
黄
地
に
金
砂
子
散
ら
し
、金
泥
で
薄
を
描
く
。
料
紙
は
楮
紙
。

墨
付
六
八
丁
。
前
後
に
各
一
丁
の
遊
紙
が
あ
る
。
一
面
一
〇
行
。
和

歌
は
改
行
し
、
一
字
上
げ
で
、
一
首
一
行
書
き
。
目
録
は
な
く
、
見

出
し
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
で
、
章
段
の
は
じ
め
の
行
間
に
書
き
入

れ
ら
れ
る
。
奥
書
は
な
い
が
、
江
戸
時
代
中
期
頃
の
書
写
か
。
巻
頭

に
、「
陽
春
／
廬
記
」「
南
葵
／
文
庫
」「
阿
波
国
文
庫
」
の
三
つ
の
朱

印
が
あ
る
。

（
４
）
天 

理
図
書
館
蔵
竹
柏
園
旧
蔵
本
﹇
函
架
番
号
：
九
一
一
・

二
・
イ
八
九
﹈
│
「
竹
柏
園
本
」「
竹
」
と
略
称
│

（『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
』
和
書
之
部
四
四
巻
に
よ
る
）

『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
』
和
書
之
部
四
四
巻
に
影
印
版
で
全
文

が
収
め
ら
れ
、
解
題
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
歌
学
大
系

三
巻
の
所
収
本
の
底
本
で
あ
る
。
以
下
、『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
』

に
よ
っ
て
摘
記
す
る
。
写
本
一
冊
。
列
帖
装
（
五
折
）。「
無
名
抄
古

寫
本
」
の
題
簽
を
も
つ
帙
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
縦
二
三
・
五
糎
、

横
十
四
・
五
糎
。
外
題
（
直
書
き
）、「
長
明
無
名
抄
」。
表
紙
右
下
に

同
筆
で
「
尊
（
興
）」
と
あ
る
。
見
返
し
右
下
に
「
傳
領
賢
紹
」
と

墨
書
。
内
題
な
し
。
墨
付
六
六
丁
。
一
面
の
行
数
は
概
ね
九
～
一
〇

行
（
八
行
・
一
一
行
の
面
も
あ
り
）。
和
歌
は
改
行
し
、
二
字
下
げ
で

一
行
書
き
。
目
録
は
な
く
、
見
出
し
は
一
行
を
取
っ
て
書
く
。
見
出

し
・
本
文
全
て
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
で
あ
る
。
末
尾
に
以
下
の
奥

書
を
有
す
。

應
安
四
年
辛
亥
三
月
立
筆
了　

助
筆
尊
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

老
比
丘
尊
興

此
本
ハ
同
朋
宝
蔵
房
維
園
法
印
書
也
先
年
書
写
處

　
　
　

不
終
功
経
年
序
為
後
学
少
生
又
新
書
写
之

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
書
は
南
北
朝
期
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
の

書
写
本
で
あ
り
、
奥
書
お
よ
び
表
紙
に
「
尊
興
」
と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
尊
興
が
書
写
主
体
者
・
所
持
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
表
紙
・
奥
書
と
本
文
は
別
筆
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
文
書
写

が
尊
任
、
表
紙
・
奥
書
と
本
文
中
の
校
異
・
補
入
が
尊
興
と
推
定
さ
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れ
る
。
ま
た
、
奥
書
三
行
目
か
ら
は
、
維
圓
法
印
の
本
を
尊
興
が
写

し
は
じ
め
た
が
中
絶
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
応
安
四
年
三
月
に
改
め

て
尊
任
に
書
写
さ
せ
た
も
の
か
。
見
返
し
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
本

を
伝
領
し
た
の
は
賢
紹
で
あ
る
が
、
尊
興
・
尊
任
・
維
圓
・
賢
紹
と

も
に
不
詳
。

（
５
）
東 

京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
相
良
為
続
筆
本
﹇
函
架
番
号
：

Ｅ
三
一
・
六
八
六
﹈
│
「
相
良
本
」「
相
」
と
略
称
│

写
本
一
冊
。
袋
綴
。
縦
二
四
・
四
糎
、
横
一
七
・
一
糎
。
表
紙
は

渋
を
刷
い
た
陸
奥
紙
で
、
中
央
に
「
無
名
抄
」
と
書
か
れ
た
鳥
の
子

紙
の
小
短
冊
の
題
簽
を
貼
付
。
内
題
、「
無
名
抄
」。
料
紙
は
楮
紙
。

墨
付
七
五
丁
。
一
面
九
行
。
和
歌
は
改
行
し
、
約
半
字
下
げ
て
一
首

を
一
行
に
書
く
。
目
録
は
な
く
、
見
出
し
は
本
文
中
に
一
行
を
取
っ

て
書
く
。
末
尾
に
以
下
の
奥
書
を
有
す
。

　
　

写
本
云

　
　

鴨
長
明
抄
云

々

　
　
　

元
亨
四
年
五
月
十
八
日
於
久
我
殿
御
壇
所
書
了

梁
心
之
本
を
う
つ
す
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
藤
原
為
続

さ
ら
に
、
こ
の
裏
に
、
鳥
子
紙
に
記
し
た
以
下
の
内
容
の
極
め
書

が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

　
　

無
名
抄

相
良
左
衛
門
尉
為
続
正
筆

新
莵
玖
波
集
作
者
手
跡
徹
書
記
門
人

こ
れ
に
よ
る
と
、
元
亨
四
年
（
一
三
二
四
）
に
久
我
殿
の
御
壇
所
で

書
写
さ
れ
た
本
（
乃
至
は
そ
れ
を
親
本
と
す
る
も
の
）
を
梁
心
が
所
持

し
て
お
り
、
そ
れ
を
相
良
（
藤
原
）
為
続
が
書
写
し
た
も
の
が
本
書

と
な
る
。
相
良
為
続
（
一
四
四
七
～
一
五
〇
〇
）
は
肥
後
人
吉
城
主
で
、

新
撰
莵
玖
波
集
作
者
。
巻
頭
に
「
南
葵
／
文
庫
」「
陽
春
／
廬
記
」

お
よ
び
読
み
え
な
い
陰
刻
の
三
つ
の
朱
印
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
奥

書
は
、「
於
久
我
殿
」
以
降
が
多
少
変
化
し
た
形
で
以
下
の
諸
本
に
も

見
出
さ
れ
る
。

﹇
一
﹈�（
5.1
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
永
禄
一
二
年
奥
書
本
﹇
函

架
番
号
：
二
〇
二
―
一
五
﹈│
「
永
禄
本
」「
永
」
と
略
称
│

「
鴨
長
明
抄
云

々
／
本
云
／
元
亨
四
年
五
月
十
八
日　

於
久
我
殿
御

垣
所
書
之
／
永
禄
十
二
年
四
月
十
日
書
之
／
源
直
頼
（
花
押
）」

﹇
二
﹈�（
5.2
）
天
理
図
書
館
蔵
平
仮
名
本
﹇
函
架
番
号
：
九
一
一
・
二

・
イ
一
二
三
﹈│
「
天
理
本
」「
天
」
と
略
称
│

（
5.3
）
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
蔵
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
﹇
函

架
番
号
：
Ｈ
六
〇
〇
│
一
二
三
一
﹈

�

│
「
高
松
宮
本
」「
高
」
と
略
称
│

「
鴨
長
明
抄
云

々
／
本
云
／
元
亨
二
二
年
五
月
十
八
日
於
久
我
殿
」

天
理
本
は
『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録
』
に
拠
る
と
室
町
末
期
の
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書
写
、
高
松
宮
本
は
明
和
八
年
玉
函
の
書
写
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
を
見
比
べ
る
と
、﹇
一
﹈
の
「
御
垣
所
」
で
は
意
味
が
通

じ
ず
、
ま
た
、﹇
二
﹈
の
状
態
か
ら
「
御
壇
所
」
の
語
が
付
け
加
え
ら

れ
て
相
良
本
の
形
に
な
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
現
存
す
る
こ
の
系

統
の
諸
本
の
中
で
、
最
も
古
い
も
の
が
相
良
本
で
あ
る
こ
と
も
考
慮

に
入
れ
れ
ば
、
相
良
本
に
見
え
る
「
御
壇
所
」
が
そ
も
そ
も
の
形
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
６
）
国 

立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
林
羅
山
旧
蔵
本﹇
函
架
番
号
：

二
〇
二
│
一
三
﹈
│
「
内
閣
本
」「
内
」
と
略
称
│

写
本
一
冊
。
袋
綴
。
縦
二
六
・
五
糎
、
横
一
九
・
七
糎
。
無
地
薄

茶
色
の
紙
表
紙
で
、
左
肩
に
「
無
名
抄
」
と
打
ち
付
け
書
き
。
外
題

右
肩
に
読
み
得
な
い
朱
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
扉
題
、「
無
名
抄
」。

料
紙
は
楮
紙
、
匡
郭
と
界
線
が
引
か
れ
た
紙
を
用
い
る
。
墨
付
五
五

丁
。
一
面
一
二
行
。
和
歌
は
改
行
せ
ず
、
本
文
中
に
詰
め
て
書
く
。

目
録
・
見
出
し
は
な
く
、
章
段
の
区
切
り
は
朱
の
合
点
で
示
す
。
本

文
中
に
和
歌
の
一
部
が
呈
示
さ
れ
る
場
合
や
、
関
連
す
る
和
歌
が
存

在
す
る
場
合
、行
間
に
歌
一
首
を
朱
で
注
記
す
る
。
奥
書
は
な
い
が
、

江
戸
時
代
初
期
の
書
写
か
。
表
紙
右
肩
に
「
昌
平
坂
／
学
問
所
」
の

印
、
扉
に
「
林
氏
／
蔵
書
」「
浅
草
文
庫
」「
日
本
／
政
府
／
図
書
」

の
各
朱
印
、
巻
末
に
「
昌
平
坂
／
学
問
所
」
の
印
と
「
江
雲
渭
樹
」

の
朱
印
が
あ
る
。
よ
っ
て
、本
書
は
林
羅
山
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）

の
旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
７
）
筑 

波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
﹇
函
架
番
号
：
ル
二
〇
五
│

一
三
八
﹈
―
「
筑
波
本
」「
筑
」
と
略
称
―

写
本
一
冊
。
袋
綴
。
縦
二
三
・
二
糎
、
横
一
六
・
三
糎
。
紺
と
練

色
の
打
曇
り
表
紙
で
、
左
肩
に
「
鴨
長
明
無
明
抄
」
と
書
い
た
金
揉

箔
散
ら
し
に
薄
が
描
か
れ
た
小
短
冊
の
題
簽
を
貼
付
。
目
録
題
、「
無

名
鈔
」。
料
紙
は
楮
紙
。
墨
付
九
四
丁
。
一
面
八
行
。
和
歌
は
一
字

上
げ
て
、
一
首
を
一
行
に
記
す
。
巻
頭
に
目
録
を
有
し
、
本
文
中
に

も
一
行
を
取
っ
て
見
出
し
を
書
く
。
見
出
し
の
上
に
「
一
」
と
記
し
、

右
肩
に
通
し
番
号
を
ふ
る
。「
題
可
意
得
事
」か
ら「
範
兼
家
会
優
事
」

ま
で
は
朱
点
・
朱
線
が
施
さ
れ
て
い
る
。
巻
頭
に
「
岡
田
眞
／
之
蔵

書
」「
石
□
□
正
／
図
書
之
記
」（
□
は
字
と
重
な
っ
て
判
読
不
能
）
の

朱
印
、
巻
末
に
読
み
得
な
い
陽
刻
の
朱
印
が
あ
る
。
末
尾
に
以
下
の

奥
書
を
有
す
。

此
鴨
明
抄
は
か
も
の
長
明
入
道
か
作
也
た
か
つ
か
さ
の
前
の
殿
よ
り

東
宮
へ
ま
い
ら
せ
ら
る
ゝ
を
給
り
て
書
写
侍
也
下
さ
る
ゝ
時
の
仰

に
云
此
抄
并
後
鳥
羽
院
都
の
外
に
て
あ
そ
は
さ
る
ゝ
御
抄

と
は
御
秘
蔵
の
物
也
す
へ
て
人
に
見
せ
ら
れ
す
し
か
れ
と
も
こ

と
に
お
ほ
し
め
さ
る
ゝ
子
細
有
に
よ
り
御
免
あ
り
本
主
前
関
白
い

そ
き
申
さ
る
い
ま
た
御
書
写
な
し
は
や
く
書
件
の
写
本
に
て

の
と
か
に
あ
そ
は
さ
る
へ
し
と
そ



－38－

　
　
　
　

弘
安
七
年
十
二
月
九
日

　

或
人
の
本
に
は
無
明
抄
云
々
御
本
の
説
に
つ
き
て
鴨
明
抄
と

　

書
畢
正
応
五
年
九
月
宰
相
典
侍
経
子
に
ゆ
る
し
侍
中
風
に
て

　

手
わ
な
ゝ
き
い
へ
る
ほ
と
に
い
よ
〳
〵
鳥
の
跡
乱
侍
め
り

　
　
　
　

同
年
神
無
月
十
六
日　

前
参
議　

在
判

さ
ら
に
、
扉
に
は
古
筆
鑑
定
家
・
朝
倉
茂
入
の
極
め
札
が
貼
付
ら
れ

て
い
る
。

由
己　

無
明
鈔
目
録
ノ
発
端
半
枚
又
一
枚
半
筆

圭
　

右
之
外
ハ
上
ノ
一
筆
也

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
書
の
書
写
者
は
大
村
由
己
と
圭

の
二
人
。
冒

頭
の
一
・
二
丁
の
み
が
由
己
で
そ
れ
以
外
は
圭

の
筆
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
大
村
由
己
（
一
五
三
六
～
一
五
九
六
）
は
、
豊
臣
秀
吉
の
右

筆
で
軍
記
作
者
・
連
歌
作
者
で
も
あ
っ
た
人
物
。
圭

は
不
詳
。
ま

た
、
奥
書
に
見
え
る
よ
う
に
、
本
書
は
鷹
司
基
忠
（
た
か
つ
か
さ
の

前
殿
・
前
関
白
）
か
ら
後
の
伏
見
天
皇
（
東
宮
）
に
進
上
さ
れ
た
本
を
、

弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
に
飛
鳥
井
雅
有
（
前
参
議
）
が
書
写
し
た
と

い
う
系
統
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
本
は
、
正
応
五
年
（
一
二

九
二
）、
伏
見
天
皇
の
内
侍
で
あ
っ
た
藤
原
経
子
（
宰
相
典
侍
経
子
）

に
許
さ
れ
た
と
あ
り
、
伏
見
天
皇
の
周
辺
で
の
『
無
名
抄
』
の
享
受

を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
奥
書
は
、

（
7.1
）
宮�

内
庁
書
陵
部
蔵
松
岡
本
﹇
函
架
番
号
：
二
〇
六
―
五

九
九
﹈
│
「
松
岡
本
」「
松
」
と
略
称
│

（
7.2
）
山�

口
県
立
図
書
館
蔵
本
﹇
函
架
番
号
：
五
九
﹈
│
「
山

口
本
」「
山
」
と
略
称
│

に
も
見
出
さ
れ
、
一
つ
の
系
統
を
成
す
と
考
え
ら
れ
る︶

2
︵

。
な
お
、
山

口
本
に
は
契
沖
に
よ
る
朱
の
書
き
入
れ
が
施
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
岩 

国
徴
古
館
蔵
本
﹇
函
架
番
号
：
一
八
―
一
六
﹈
―
「
岩

国
本
」「
岩
」
と
略
称
―

写
本
一
冊
。
袋
綴
。
縦
二
五
・
九
糎
、
横
一
九
・
七
糎
。
薄
茶
色

の
紙
表
紙
で
、
左
肩
に
「
無
名
抄
鴨
長
明
作
」
と
記
し
た
明
る
い
朱
色

の
題
簽
を
貼
付
。
料
紙
は
楮
紙
。
墨
付
六
五
丁
。
巻
頭
に
一
丁
分
の

遊
紙
が
あ
る
。
一
面
一
一
行
。
和
歌
は
二
字
下
げ
で
、
一
首
を
上
句

・
下
句
に
分
け
て
二
行
に
記
す
。
目
録
は
な
く
、
本
文
中
に
一
行
を

取
っ
て
見
出
し
を
書
く
。
歌
人
等
固
有
の
人
物
名
に
対
し
割
り
注
を

施
す
。
末
尾
に
以
下
の
奥
書
を
有
す
。

慶
長
四
年
八
月
三
日
一
校
了

　
　
　
　

同
十
一
日
再
校
了
給
歟

書
写
者
は
不
明
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
の
書
写
で
あ
る
。

（
９
）
静 

嘉
堂
文
庫
蔵
本
﹇
函
架
番
号
：
二
〇
一
八
三
・
一
・
五

〇
二
・
一
八
﹈
―
「
静
嘉
堂
本
」「
静
」
と
略
称
―

写
本
一
冊
。
袋
綴
。
縦
二
五
・
四
糎
、
横
一
八
・
五
糎
。
薄
い
紺
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色
の
紙
表
紙
。
題
簽
が
剥
落
し
た
跡
に
「
無
名
抄
」
と
打
ち
付
け
書

き
。
料
紙
は
楮
紙
。
墨
付
八
四
丁
。
一
面
九
行
。
和
歌
は
一
字
下
げ

て
記
す
。
一
首
を
一
行
に
記
す
、
一
首
を
上
句
・
下
句
に
分
け
て
二

行
に
記
す
、
一
首
を
二
行
に
記
す
が
後
ろ
の
本
文
を
追
い
込
ん
で
書

く
、
の
三
通
り
が
あ
る
。
目
録
・
見
出
し
は
な
い
が
、
章
段
毎
に
改

行
。「
琳
賢
基
俊
を
た
は
か
る
事
」
の
章
段
ま
で
は
、
旧
蔵
者
の
松

井
簡
治
博
士
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る
鉛
筆
の
書
き
入
れ
が
あ
る
（
頭

注
部
分
に
見
出
し
、
行
間
に
別
本
の
本
文
の
書
き
入
れ
・
読
み
仮
名
・
濁
点

等
）。
奥
書
は
な
い
が
、
江
戸
時
代
初
期
の
書
写
。
巻
頭
に
「
静
嘉

堂
現
蔵
」「
松
井
氏
／
蔵
書
印
」
の
二
つ
の
朱
印
と
「
八
雲
軒
」（
陰

刻
）
の
藍
印
、
巻
末
に
「
藤
原
」（
陰
刻
）
と
「
安
元
」（
陽
刻
）
の
二

つ
の
藍
印
が
あ
る
。
従
っ
て
、
本
書
は
大
洲
藩
主
脇
坂
淡
路
守
安
元

（
一
五
八
四
～
一
六
五
三
）
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。

（
10
）
蓬 

左
文
庫
蔵
本
﹇
函
架
番
号
：
一
〇
七
―
四
六
﹈
―
「
蓬

左
本
」「
蓬
」
と
略
称
―

写
本
二
冊
。
袋
綴
。
縦
二
三
・
三
糎
、
横
一
六
・
二
糎
。
内
曇
り

の
鳥
子
守
表
紙
で
、
上
冊
は
中
央
に
「
無
名
抄
上
」
と
記
し
た
鳥
子

紙
小
短
冊
の
題
簽
を
貼
付
。
下
冊
は
題
簽
が
剥
落
し
た
あ
と
に
、
墨

で
「
異
名
抄
」（「
異
」
を
朱
で
ミ
セ
ケ
チ
、
右
に
「
無
」
と
朱
書
）
と
打

ち
付
け
書
き
。
目
録
題
、「
無
名
抄
」。
料
紙
は
楮
紙
。
墨
付
は
上
冊

が
四
七
丁
、
下
冊
が
四
三
丁
。
一
面
九
～
一
〇
行
。
和
歌
は
概
ね
二

字
下
げ
で
上
句
を
一
行
に
書
き
、
下
句
は
本
文
と
同
じ
高
さ
に
記
し

て
、
後
ろ
の
本
文
を
追
い
込
ん
で
書
く
。
上
冊
の
巻
頭
に
目
録
を
ま

と
め
て
掲
げ
る
が
、
順
番
が
混
乱
し
て
い
る
。
見
出
し
は
な
い
が
、

章
段
毎
に
改
行
し
、
冒
頭
に
「
一
」
と
記
す
。
本
文
中
の
空
白
や
貼

紙
が
存
在
す
る
。
末
尾
に
以
下
の
奥
書
を
有
す
。

本
云

　

永
享
十
一
年
七
月
十
四
日
書
功
畢
狂
言
綺
語

　

仏
乗
因
転
法
倫
胤
而
已

永
正
十
三
年
七
月
廿
三
日
書
写
畢
吉
祥

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
書
は
永
享
一
一
年
（
一
四
三
九
）
書
写
の
本
を

永
正
一
三
年
（
一
五
一
六
）
に
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
11
）
ノ 

ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
黒
川
文
庫
蔵
本
﹇
函
架
番

号
：
Ｇ
一
二
九
﹈
―
「
黒
川
本
」「
黒
」
と
略
称
―

写
本
一
冊
。
袋
綴
、
料
紙
の
天
地
を
糊
で
貼
り
合
わ
せ
て
い
る
。

縦
二
二
・
五
糎
、
横
一
六
・
五
糎
。
薄
茶
色
の
紙
表
紙
の
上
に
薄
様

の
紙
を
貼
る
。
表
紙
の
左
肩
に
「
長
明
無
名
抄　
飛
鳥
井
栄
雅
筆
」
と
打

ち
付
け
書
き
。
料
紙
は
楮
紙
。
墨
付
七
一
丁
。
一
面
一
一
行
。
和
歌

は
二
字
下
げ
で
、
一
首
を
上
句
・
下
句
に
分
け
て
二
行
に
記
す
。
目

録
は
な
く
、
見
出
し
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
で
朱
書
。
一
行
を
取
る

も
の
と
行
間
に
細
く
書
か
れ
る
も
の
と
が
あ
る
。
こ
の
見
出
し
は
本

文
と
同
筆
と
見
ら
れ
る
。
章
段
の
区
切
り
は
朱
の
合
点
で
示
す
。
な
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お
、
最
終
の
二
丁
分
は
料
紙
・
筆
と
も
に
別
で
あ
り
、
見
出
し
も
墨

書
。
末
尾
に
「
右
此
一
帖
ハ
飛
鳥
井
栄
雅
卿
筆
也
」
と
の
識
語
が
あ

り
、
本
書
は
飛
鳥
井
雅
親
（
法
名
栄
雅
、
一
四
一
六
～
一
四
九
〇
）
の

書
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
巻
頭
に
「
黒
川
真
前
蔵
書
」「
黒
川

真
頼
蔵
書
」「
黒
川
真
道
蔵
書
」「
仁
和
寺
／
皆
明
寺
」
の
四
つ
の
朱

印
が
あ
る
。

（
12
）
多 

和
文
庫
蔵
本﹇
函
架
番
号
：
五
・
九
﹈
―「
多
和
本
」「
多
」

と
略
称
―

写
本
一
冊
。
袋
綴
。
縦
二
六
・
三
糎
、
横
一
九
・
一
糎
。
渋
皮
色

の
紙
表
紙
で
、
左
肩
に
「
無
名
抄
」
と
書
い
た
白
地
に
淡
墨
と
青
の

墨
流
し
が
施
さ
れ
た
小
短
冊
の
題
簽
を
添
付
。
題
簽
の
右
肩
に
は
、

巻
子
の
軸
に
「
こ
の
か
み
た
は
の
ふ
く
ら
に
を
さ
む
」
と
記
す
形
の
、

多
和
文
庫
創
始
者
松
岡
調
に
よ
る
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
料
紙
は

楮
紙
。
墨
付
六
〇
丁
。
巻
頭
に
一
丁
の
遊
紙
が
あ
る
。
一
面
一
一
行
。

和
歌
に
は
合
点
を
付
す
が
、
改
行
は
せ
ず
、
本
文
中
に
詰
め
て
書
か

れ
る
。
目
録
・
見
出
し
は
な
く
、
章
段
毎
の
改
行
も
な
い
。
全
体
に

朱
点
・
朱
引
が
施
さ
れ
て
い
る
。
巻
頭
に「
香
木
舎
文
庫
」（
朱
）、「
多

和
／
文
庫
」（
青
紫
）、「
集
古
／
清
玩
」（
緑
）
の
印
が
あ
る
。
末
尾
に

以
下
の
奥
書
を
有
す
。

本
云

　

周

本
承
知
所
持
則
置
重
而
書
写

　

元
亀
第
四
六
月
一
八
日
書
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
硯
子　

宗
徳

本
書
の
親
本
は
、
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
に
、
承
知
所
持
の
周

本
を
宗
徳
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
自
身
は
江
戸
時
代

の
書
写
と
思
わ
れ
る
。
周

・
承
知
・
宗
徳
は
不
詳
。

（
13
）
宮 

内
庁
書
陵
部
伏
見
宮
文
庫
蔵
本
﹇
函
架
番
号
：
伏
・
一

二
八
﹈
―
「
伏
見
宮
本
」「
伏
」
と
略
称
―

写
本
一
冊
。
袋
綴
。
縦
一
四
・
〇
糎
、
横
二
〇
・
〇
糎
。
紺
地
の

紙
表
紙
で
、
左
肩
に
「
長
明
無
名
抄
」
と
書
い
た
白
地
に
銀
箔
を
散

ら
し
た
小
短
冊
の
題
簽
を
貼
付
。
内
題
、「
長
明
無
名
抄
」。
料
紙
は

薄
様
の
楮
紙
。
一
面
一
一
行
。
和
歌
は
一
字
下
げ
で
、
一
首
を
上
句

・
下
句
に
分
け
て
二
行
に
記
す
。
目
録
・
見
出
し
は
な
く
、
章
段
毎

に
改
行
し
、
冒
頭
に
朱
で
丸
印
を
付
け
る
。
末
尾
に
以
下
の
奥
書
を

有
す
。本

云

　
　

正
和�

元
年
五
月
廿
九
日
以
大
納
言
法
印
定
為
自
筆
本
書
写

之

　
　

同
六
月
七
日
校
合
訖

　
　

明
応
庚
申
二
月
中
旬
染
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
藝

　
　

慶
長
四
年
八
月
写
之
一
校
訖
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享
保
十
五
庚
戌
年

　
　
　
　
　
　

六
月
八
日　

写
之　

祐
公

　
　

享
保
十
六
年
辛
亥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
坊
老
僧

　
　
　
　
　
　

十
一
月
中
旬
写
之　
　
　

専
好

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
書
の
そ
も
そ
も
の
親
本
は
、
二
条
為
氏
息
で
二

条
派
の
歌
僧
で
あ
っ
た
定
為
の
自
筆
本
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
定
為
存

命
中
の
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
に
書
写
し
、そ
こ
か
ら
明
応
九
年
（
一

五
〇
〇
）、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）、
享
保
一
五
年
（
一
七
三
〇
）
と

三
度
に
渡
っ
て
転
写
さ
れ
、
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
に
華
道
家

元
で
あ
る
池
坊
の
第
三
世
専
好
（
一
六
八
〇
～
一
七
三
四
）
に
よ
っ
て

書
写
さ
れ
た
も
の
が
本
書
と
な
る
。

（
14
）
三 

手
文
庫
蔵
今
井
似
閑
奉
納
本
﹇
函
架
番
号
：
哥
―
弐
Ａ

―
三
三
七
﹈
―
「
三
手
本
」「
三
」
と
略
称
―

板
本
合
一
冊
。
袋
綴
。
渋
み
が
か
っ
た
藍
色
の
紙
表
紙
で
、
左
肩

に
「
無
名
抄
」
と
打
ち
付
け
書
き
。
縦
二
六
・
六
糎
、
横
一
九
・
二

糎
。
内
題
・
目
録
題
と
も
に
「
無
名
抄
」。
料
紙
は
楮
紙
。
墨
付
八

一
丁
。
一
面
一
一
行
。
和
歌
は
概
ね
二
行
下
げ
で
、
一
首
を
上
句
・

下
句
に
分
け
て
二
行
に
記
す
。
本
来
は
巻
頭
に
最
初
（「
題
心
」
に
相

当
す
る
段
に
は
見
出
し
が
な
い
）か
ら「
俊
成
入
道
物
語
」ま
で
が
上
冊
、

「
頼
政
哥
道
に
す
け
る
事
」
か
ら
「
と
こ
ね
の
事
」
ま
で
が
下
冊
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
一
冊
に
合
綴
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
目
録
は

そ
も
そ
も
の
冊
の
冒
頭
に
位
置
し
て
い
る
。
見
出
し
は
一
行
を
取
っ

て
書
く
。
本
文
末
尾
に
以
下
の
奥
書
を
有
す
。

鴨
長
明
抄
云

々

　
本
云　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

婦
屋
仁
兵
衛

　

元
亨
二
二
年
五
月
十
八
日
於
久
我
殿

よ
っ
て
、
本
書
は
婦
屋
仁
兵
衛
板
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、「
鴨
長
明

抄
云

々
／
本
云
／
元
亨
二
二
年
五
月
十
八
日
於
久
我
殿
」
は
（
５
）

相
良
本
の
系
統
の
書
写
奥
書
と
一
致
す
る
。
板
本
の
『
無
名
抄
』
に

は
、
本
書
の
よ
う
な
刊
記
不
明
の
も
の
の
外
に
、
寛
政
二
年
（
一
七

九
〇
）
と
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
の
二
種
類
の
版
が
あ
る
が
、「　

」

内
の
部
分
は
ど
ち
ら
の
版
に
も
あ
る
。
な
お
、板
本
は
全
て
同
版（
な

い
し
は
覆
刻
）
で
あ
る
た
め
、
三
手
本
に
代
表
さ
せ
て
検
討
す
る
。

ま
た
、
本
書
に
は
、
全
体
を
通
し
て
朱
で
別
系
統
の
本
文
が
書
き

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
旧
蔵
者
で
あ
っ
た
今
井
似
閑
の
手
に

よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
書
き
入
れ
は
、（
7.2
）
山
口
本
の
本
文
と
そ

こ
に
施
さ
れ
た
契
沖
に
よ
る
朱
の
書
き
入
れ
に
一
致
す
る︶

3
︵

。
覚
え
書

き
の
よ
う
な
も
の
の
表
記
ま
で
も
が
一
致
す
る
の
で
、
今
井
似
閑
が

参
照
し
た
本
は
、
師
で
あ
っ
た
契
沖
の
書
き
入
れ
本
＝
山
口
本
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
即
ち
、
三
手
本
の
書
入
本
文
は
（
７
）

の
系
統
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
一
丁
目
の
袋
の
中
に



－42－

折
り
畳
ん
だ
紙
が
一
枚
入
っ
て
お
り
、多
少
の
異
同︶

4
︵

は
あ
る
も
の
の
、

（
７
）
の
奥
書
と
同
じ
も
の
が
書
か
れ
て
い
る
。

二　

奥
書
と
章
段

『
無
名
抄
』
に
は
、
成
立
過
程
に
大
き
く
関
係
す
る
よ
う
な
異
本

は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
諸
本
を
見
比
べ
て
い
く
と
、
い

く
つ
か
の
系
統
に
分
類
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

先
ず
、
奥
書
を
も
と
に
仮
分
類
を
施
そ
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
、

奥
書
か
ら
は
二
系
統
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・�「
元
亨
四
年
五
月
十
八
日
於
久
我
殿
」
を
含
む
奥
書
を
有
す
る

�

│
│
相
良
本
・
三
手
本
・
永
禄
本
・
天
理
本
・
高
松
宮
本

・�「
此
鴨
明
抄
は
」
に
始
ま
っ
て
、「
弘
安
七
年
」「
正
応
五
年
」
の
年

次
を
含
む
長
文
の
奥
書
を
有
す
る

│
│
筑
波
本
・
三
手
本
書
入
本
文
・
松
岡
本
・
山
口
本

以
後
、
前
者
を
元
亨
四
年
奥
書
本
、
後
者
を
弘
安
・
正
応
年
間
奥
書

本
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
以
外
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
章
段
の

区
切
り
方
と
見
出
し
の
付
し
方
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
分
類
を
施
す

こ
と
が
で
き
る
。
見
出
し
は
後
人
の
手
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
4

が
、
鎌
倉
期
の
古
写
本
で
あ
る
呉
本
が
一
行
を
取
っ
て
見
出
し
を
記

す
こ
と
か
ら
見
て
も
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
存
在
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
従
っ
て
、
伝
本
を
整
理
す
る
に
は
有
効
だ
と
判
断
し
た
。

以
下
、
章
段
に
関
す
る
主
要
な
異
同
一
〇
箇
所
を
①
～
⑪
と
し
て

掲
げ
、
そ
れ
を
表
に
し
た
も
の
を
後
ろ
に
載
せ
た
。
三
手
本
と
山
口

本
は
、朱
の
書
き
入
れ
に
従
っ
た
場
合
を
「
三
手
書
入
」「
山
口
書
入
」

と
し
て
別
に
挙
げ
た
。
見
出
し
を
持
た
な
い
内
閣
本
・
静
嘉
堂
本
・

多
和
本
・
伏
見
宮
本
・
高
松
宮
本
、
巻
頭
に
目
録
を
持
つ
も
の
の
順

序
が
混
乱
し
て
い
る
蓬
左
本
に
つ
い
て
は
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。

①
「
題
心
」
の
見
出
し
。

②
「
我
与
人
」
の
見
出
し
。

③
「�

頼
政
哥
俊
恵
選
事
」
と
「
ニ
ホ
ノ
ウ
キ
ス
」
の
分
割
（
二
章
段

に
分
割
＝
○
、
一
章
段
に
統
合
＝
×
）。

④
「
マ
ス
ホ
ノ
ス
ヽ
キ
」
の
見
出
し
。

⑤
「�

俊
頼
基
俊
イ
ト
ム
事
」、「
腰
句
ノ
終
ノ
テ
文
字
難
事
」、「
琳
賢
基

俊
ヲ
タ
ハ
カ
ル
事
」
の
区
切
り
方
（
三
章
段
に
分
割
＝
○
、「
琳
賢

基
俊
ヲ
タ
ハ
カ
ル
事
」
を
切
り
離
し
て
二
章
段
に
分
割
＝
△
、
一
章
段

に
統
合
＝
×
）。

⑥
「
黒
主
神
ニ
成
事
」
の
見
出
し
。

⑦
「
エ
ノ
ハ
井
」
の
見
出
し
。

⑧
「
隠
作
者
事
」
の
見
出
し
。

⑨
「
近
代
哥
躰
」
の
見
出
し
。

⑩
「
新
古
哥
」
の
見
出
し
。

⑪
「�

業
平
本
鳥
キ
ラ
ル
ヽ
事
」
と
「
ヲ
ノ
ト
ハ
イ
ハ
シ
ト
イ
フ
事
」
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の
分
割
（
二
章
段
に
分
割
＝
○
、
一
章
段
に
統
合
＝
×
）。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

梅沢

題心

我与人

○

マスホノ
スヽキ

○

黒主神ニ
成事

エノハ井

隠作者事

近代哥躰

新古哥

○

黒川

題心

我与人

○

マスホノ
スヽキ

○

黒主神ニ
成事

エノハ井

隠作者事

近代哥躰

新古哥

×

竹柏園

題心

我与人

○

マスホノ
スヽキノ
事

○

黒主神ニ
ナル事

エノハ井
ノ事

作者ヲカ
クス事

近代謌躰

新古今哥イ

×

呉

ナシ

我与人

×

ますほの
すゝき

○

黒主神に
祝事

えのはゐ
事

隠作者事

近代古躰

取古哥

○

相良

ナシ

我与人

×

ますほの
すゝき

○

黒主神に
祝事

ゑのは井
事

隠作者事

近代古躰

取古哥

×
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

岩国

ナシ

我与人

×

ますほの
すゝき

○

黒主神に
祝事

えのは井
事

隠作者事

近代古躰

古哥をと
る

×

三手

ナシ

我与人

×

ますほの
すゝき

○

黒主神に
祝事

ゑのは井
の事

隠作者事

近代古躰

取古哥

×

永禄

ナシ

我与人

×

ますほの
すゝき

○

黒主神に
祝事

ゑのは井
の事

隠作者事

近代古躰

取古哥

×

天理

ナシ

我与人

×

ますほの
すゝき

○

黒主神に
祝事

ゑのは井
の事

隠作者事

近代古躰

取古哥

×

阿波国

題ノ心

我与人

○

薄ノ三名
ノ事

○

黒主神ニ
ナル

エノハ井
トヨラノ
寺

隠作者事

近代ノ哥
躰

新古哥取
事

○

筑波

題可意得
事

小因幡哥
事

○

十寸穂薄
事

×

黒主成神
事

榎葉井事

作者密判
事

近代哥躰
事

ナシ

×

三手書入

題可意得
事

小因幡哥
事

○

十寸穂薄
事

×

黒主成神
事

榎葉事

作者密判
事

近代哥躰
事

ナシ

×

松岡

題可意得
事

小因幡哥
事

○

十寸穂薄
事

×

黒主成神
事

榎葉井事

作者密判
事

近代哥躰
事

ナシ

×

山口

ナシ

我与人

○

十寸穂薄
事

△

黒主成神
に祝

榎の葉ゐ
の事

作者密判
事

近代哥躰
事

取古哥

×

山口書入

題可意得
事

小因幡哥
事

○

十寸穂薄
事

×

黒主成神
事

榎葉ゐ

作者密判
事

近代哥躰
事

ナシ

×
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ま
ず
、
①
を
見
よ
う
。
冒
頭
の
章
段
の
見
出
し
の
付
し
方
が
三
つ

に
分
か
れ
て
い
る
。

（
ア
）「
題
心
」
＝
梅
沢
本
・
黒
川
本
・
竹
柏
園
本
・
阿
波
国
本

（
イ
）
見
出
し
ナ
シ
＝
呉
本
・
相
良
本
・
岩
国
本
・
三
手
本
・
永

禄
本
・
天
理
本
・
山
口
本

（
ウ
）「
題
可
意
得
事
」
＝
筑
波
本
・
三
手
書
入
・
松
岡
本
・
山
口

書
入

一
旦
、（
ア
）を
梅
沢
本
系
統
、（
イ
）を
呉
本
系
統
と
名
付
け
る
。（
ウ
）

は
弘
安
・
正
応
年
間
奥
書
本
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
呼
称
す
る
。

①
と
同
様
の
特
徴
は
⑩
に
も
見
え
る
。

⑩
梅
沢
本
系
統�

＝
新
古
哥　
　

呉
本
系
統
＝
取
古
哥

　

弘
安
・
正
応
年
間
奥
書
本
＝
ナ
シ

梅
沢
本
系
統
と
呉
本
系
統
に
つ
い
て
は
、
③
⑥
⑨
に
も
そ
の
差
が

明
ら
か
で
あ
る
。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

岩国

ナシ

我与人

×

ますほの
すゝき

○

黒主神に
祝事

えのは井
事

隠作者事

近代古躰

古哥をと
る

×

三手

ナシ

我与人

×

ますほの
すゝき

○

黒主神に
祝事

ゑのは井
の事

隠作者事

近代古躰

取古哥

×

永禄

ナシ

我与人

×

ますほの
すゝき

○

黒主神に
祝事

ゑのは井
の事

隠作者事

近代古躰

取古哥

×

天理

ナシ

我与人

×

ますほの
すゝき

○

黒主神に
祝事

ゑのは井
の事

隠作者事

近代古躰

取古哥

×

阿波国

題ノ心

我与人

○

薄ノ三名
ノ事

○

黒主神ニ
ナル

エノハ井
トヨラノ
寺

隠作者事

近代ノ哥
躰

新古哥取
事

○

筑波

題可意得
事

小因幡哥
事

○

十寸穂薄
事

×

黒主成神
事

榎葉井事

作者密判
事

近代哥躰
事

ナシ

×

三手書入

題可意得
事

小因幡哥
事

○

十寸穂薄
事

×

黒主成神
事

榎葉事

作者密判
事

近代哥躰
事

ナシ

×

松岡

題可意得
事

小因幡哥
事

○

十寸穂薄
事

×

黒主成神
事

榎葉井事

作者密判
事

近代哥躰
事

ナシ

×

山口

ナシ

我与人

○

十寸穂薄
事

△

黒主成神
に祝

榎の葉ゐ
の事

作者密判
事

近代哥躰
事

取古哥

×

山口書入

題可意得
事

小因幡哥
事

○

十寸穂薄
事

×

黒主成神
事

榎葉ゐ

作者密判
事

近代哥躰
事

ナシ

×
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③
梅
沢
本
系
統
＝
二
章
段
に
分
割　

呉
本
系
統
＝
一
章
段
に
統
合

⑥
梅
沢
本
系
統
＝
黒
主
神
ニ
成
事　

呉
本
系
統
＝
黒
主
神
に
祝
事

⑨
梅
沢
本
系
統
＝
近
代
哥
躰　
　
　

呉
本
系
統
＝
近
代
古
躰

こ
の
時
、
弘
安
・
正
応
奥
書
本
は
梅
沢
本
系
統
に
含
ま
れ
る
。
し
か

し
、
弘
安
・
正
応
年
間
奥
書
本
は
他
に
も
、
②
⑤
⑧
に
独
自
性
を
見

て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
「
小
因
幡
哥
事
」
⑧
「
作
者
密
判
事
」

は
こ
の
系
統
に
独
自
の
見
出
し
で
あ
り
、
⑤
で
は
三
つ
の
章
段
を
一

括
し
て
「
腰
句
手
文
字
事
」
と
い
う
見
出
し
を
付
す
。
従
っ
て
、
弘

安
・
正
応
年
間
奥
書
本
は
、
や
は
り
一
つ
の
系
統
と
し
て
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
④
⑦
⑩
に
目
を
向
け
る
と
、
阿
波
国
本
も
独
自
の
見
出
し

を
有
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
④
は
阿
波
国
本
の
み
が
「
薄
ノ
三
名
ノ

事
」、
⑦
も
阿
波
国
本
の
み
が
「
エ
ノ
ハ
井
ト
ヨ
ラ
ノ
寺
」
と
「
ト

ヨ
ラ
ノ
寺
」
と
い
う
要
素
を
加
え
て
い
る
。
⑩
は
「
新
古
哥
取
事
」

と
し
て
、
梅
沢
本
系
統
と
呉
本
系
統
を
混
ぜ
た
よ
う
な
形
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
阿
波
国
本
も
独
立
し
た
系
統

と
し
て
考
え
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
だ
。

こ
こ
ま
で
の
検
討
に
よ
り
、
諸
本
に
は
、
梅
沢
本
、
呉
本
、
弘
安

・
正
応
年
間
奥
書
本
、
阿
波
国
本
の
四
つ
の
系
統
が
存
在
す
る
と
い

う
見
通
し
が
得
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
見
出
し
を
立
て
な
い
諸
本
の
う

ち
高
松
宮
本
は
、
目
録
と
章
段
毎
の
改
行
を
確
認
す
る
限
り
、
相
良

本
と
同
様
で
あ
る
。
従
っ
て
、
章
段
の
レ
ベ
ル
で
は
、
元
亨
四
年
奥

書
本
は
全
て
呉
本
系
統
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
山
口
本

は
弘
安
・
正
応
年
間
奥
書
本
だ
が
、
①
②
⑩
は
呉
本
系
統
、
③
④
⑦

⑧
⑨
は
弘
安
・
正
応
年
間
奥
書
本
と
一
致
、⑥
は
「
黒
主
成
神
に
祝
」

と
な
り
、
両
系
統
が
混
ざ
っ
た
よ
う
な
形
で
あ
る
。
先
の
（
イ
）
で

は
呉
本
系
統
に
含
ま
れ
た
が
、
奥
書
の
こ
と
も
併
せ
て
考
え
る
と
、

弘
安
・
正
応
年
間
奥
書
本
に
含
め
、
そ
の
中
で
も
呉
本
系
統
に
近
い

と
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
見
出
し
を
持
つ
諸
本
の
う
ち
、
本
文
が
漢
字
片
仮
名

交
じ
り
で
あ
る
竹
柏
園
本
を
の
ぞ
く
と
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
見

出
し
を
付
す
の
は
、
梅
沢
本
・
黒
川
本
・
阿
波
国
本
で
あ
る
。
さ
ら

に
⑪
を
見
る
と
、「
業
平
本
鳥
キ
ラ
ル
ヽ
事
」
と
「
ヲ
ノ
ト
ハ
イ
ハ
シ

ト
イ
フ
事
」
を
分
割
す
る
の
は
、
梅
沢
本
・
呉
本
の
古
写
本
の
他
は

阿
波
国
本
の
み
と
な
る
。
こ
の
部
分
の
梅
沢
本
の
本
文
は
、「
を
の
と

は
い
は
し
す
ゝ
き
お
ひ
け
り
／
と
そ
つ
け
ゝ
る
そ
の
ゝ
を
は
…
…
」

と
な
っ
て
お
り
、「
を
の
と
は
い
は
し
す
ゝ
き
お
ひ
け
り
」
の
右
肩
に

朱
の
合
点
を
付
し
、右
の
行
間
に
見
出
し
を
朱
書
す
る
。呉
本
は
、「
を

の
と
は
い
は
し
す
ゝ
き
お
ほ
た
り
／
と
そ
つ
け
ゝ
る
」
の
後
ろ
に
一

行
を
取
っ
て
見
出
し
を
記
す
。
梅
沢
本
・
呉
本
は
分
割
の
位
置
が
異

な
る
わ
け
だ
が
、
阿
波
国
本
の
見
出
し
の
位
置
は
梅
沢
本
と
同
じ
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
阿
波
国
本
は
梅
沢
本
に
近
い
古
態
を
留
め
て
い
る
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可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
を
併
せ
て
指
摘
し
て
お

き
た
い
。

三　

本
文

続
い
て
、
本
文
の
分
析
に
移
る
。
以
下
、
主
要
な
異
同
箇
所
を
Ａ

～
Ｙ
と
し
て
掲
げ
、
そ
れ
を
表
に
し
た
も
の
を
後
ろ
に
掲
げ
た
。
該

当
箇
所
の
章
段
名
・
丁
・
本
文
は
梅
沢
本
に
拠
っ
て
挙
げ
る
。
梅
沢

本
に
な
い
部
分
は
、
後
ろ
に
そ
れ
ぞ
れ
呉
本
・
阿
波
国
本
・
筑
波
本

の
本
文
を
挙
げ
、（　

）
内
に
略
称
を
記
し
た
。
表
で
は
、
傍
線
部
の

有
無
を
○
×
で
表
し
て
い
る
。
な
お
、
表
の
見
や
す
さ
を
優
先
し
た

た
め
、
丁
番
号
と
掲
出
順
が
前
後
す
る
箇
所
が
あ
る
。

Ａ「
題
心
」
２
オ　

こ
れ
ら
は
を
し
へ
な
ら
ふ
へ
き
事
に
あ
ら
す（
梅
）

・
又�

か
す
か
に
て
優
な
る
文
字
あ
り
こ
れ
ら
は
お
し
へ
な
ら
ふ
へ

き
こ
と
に
あ
ら
す
（
呉
）

Ｂ
「
題
心
」
３
オ　

初
雪
な
と
を
は
ま
た
す
（
梅
）

・
は�

つ
ゆ
き
な
と
を
は
ま
つ
こ
こ
ろ
を
よ
み
て
し
く
れ
あ
ら
れ
な

と
を
は
ま
た
す
（
呉
）

Ｃ
「�

セ
ミ
ノ
ヲ
カ
ハ
ノ
事
」
11
オ　

い
し
か
は
や
せ
み
の
お
か
は
の

き
よ
け
れ
は
月
も
な
か
れ
を
た
つ
ね
て
そ
す
む
（
梅
）

・
光
行
賀
茂
社
哥
合
と
て
し
侍
し
と
き
予
月
の
哥
に

　
　

い
し�

か
は
や
せ
み
の
お
か
は
の
き
よ
け
れ
は
月
も
な
か
れ

を
た
つ
ね
て
そ
す
む
（
呉
）

Ｄ
「�

不
可
立
哥
仙
之
由
教
訓
事
」
14
オ　

さ
は
あ
れ
と
所
〳
〵
に
へ

つ
ら
ひ
あ
り
き
て
（
梅
）

・
さ�

は
あ
れ
と
ゝ
こ
ろ
〳
〵
に
へ
つ
ら
ひ
あ
り
き
て
人
に
な
ら
さ

れ
た
ち
な
は
哥
に
と
り
て
（
呉
）

Ｅ
「�

井
テ
ノ
山
フ
キ
並
カ
ハ
ツ
」
19
ウ　

な
に
と
も
な
く
な
ん
か
り

て
侍
る
（
梅
）
な
に
と
も
な
く
か
り
と
り
侍
し
（
呉
）

・
な�

に
と
も
な
く
か
り
と
り
侍
し
ほ
と
に
い
ま
は
あ
と
も
な
く
な

む
な
り
て
侍
る
（
阿
）

Ｆ
「
静
縁
コ
ケ
ウ
タ
ヨ
ム
事
」
41
オ　

我
ひ
か
事
は
き
ら
め
（
梅
）

・
わ�

か
ひ
か
事
を
お
も
ふ
か
人
の
あ
し
く
難
し
給
ふ
か
事
は
き
ら

め
（
呉
）

Ｇ
「�

近
代
哥
躰
」
67
オ　

す
へ
て
哥
口
伝
髄
脳
な
と
に
も
か
た
き
事

と
も
を
は
（
梅
）

・
す�

へ
て
哥
の
す
か
た
は
心
え
に
く
き
事
に
こ
そ
ふ
る
き
口
伝
髄

脳
な
と
に
も
か
た
き
事
と
も
を
は
（
呉
）

Ｈ
「�

題
心
」
３
オ　

又
鹿
の
ね
な
と
は
聞
に
物
心
ほ
そ
く
あ
は
れ
な

る
よ
し
を
は
よ
め
と
も
ま
つ
よ
し
を
は
い
と
も
い
は
す
か
様
の

事
こ
と
な
る
秀
句
な
と
な
く
は
か
な
ら
す
さ
る
へ
し
（
梅
）

Ｉ
「�

セ
ミ
ノ
ヲ
カ
ハ
ノ
事
」
12
オ　

さ
や
う
に
申
て
侍
り
し
な
り
こ

れ
す
て
に
老
の
く
う
な
り
と
な
む
申
侍
し
（
梅
）
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Ｊ
「�
女
ノ
哥
ヨ
ミ
カ
ケ
タ
ル
故
実
」
31
ウ　

ふ
か
く
お
も
ふ
そ
と
い

ふ
心
に
も
ま
た
う
し
つ
ら
し
と
い
ふ
心
に
も
（
梅
）

Ｋ
「�

女
ノ
哥
ヨ
ミ
カ
ケ
タ
ル
故
実
」
32
オ　

心
つ
き
な
き
よ
し
に
い

ひ
た
ら
ん
に
こ
そ
心
を
や
り
た
る
（
梅
）

Ｌ
「�

近
代
哥
躰
」
67
ウ　

ふ
か
く
し
の
ひ
た
る
け
し
き
を
さ
よ
と
ほ

の
〳
〵
み
つ
け
た
る
は
（
梅
）

Ｍ
「�

哥
風
情
似
忠
胤
説
法
事
」
16
ウ　

あ
へ
て
よ
ま
れ
ん
と
な
ん
か

た
り
侍
し
（
梅
）

・
あ�

へ
て
よ
ま
れ
ん
と
な
ん
か
た
り
侍
し
能
〳
〵
は
か
ら
ひ
と
り

な
を
〳
〵
風
情
を
た
し
な
む
へ
き
か
（
筑
）

Ｎ
「
関
ノ
清
水
」
21
オ　

あ
さ
り
た
い
め
し
て
（
梅
）

・
阿
闍
梨
に
対
面
し
て
い
ひ
け
れ
は
（
筑
）

Ｏ
「
案
過
テ
成
失
事
」
39
オ　

愚
詠
の
中
に
（
梅
）

・
哥
の
感
過
ぬ
れ
は
失
と
な
る
事
あ
り
愚
詠
の
中
に
（
筑
）

Ｐ
「�

為
仲
ミ
ヤ
キ
ノ
ヽ
萩
ヲ
ホ
リ
テ
ノ
ホ
ル
事
」
79
ウ　

の
ほ
り
け

れ
は
（
梅
）

・
都�

ま
て
さ
か
り
な
る
へ
き
比
を
は
か
ら
ひ
て
の
ほ
り
け
れ
は

（
筑
）

Ｑ
「�

隔
海
路
論
」
５
ウ　

野
を
へ
た
つ
る
恋
に
も
山
を
へ
た
つ
る
題

に
も
も
し
は
里
を
へ
た
て
河
を
へ
た
つ
る
に
も
も
ち
ゐ
ん
と
や

す
る
（
梅
）

Ｒ
「�

セ
ミ
ノ
ヲ
カ
ハ
ノ
事
」
11
ウ　

又
あ
ら
た
め
て
顕
昭
法
師
に
判

せ
さ
せ
侍
し
時
（
梅
）

Ｓ
「�

ア
サ
モ
カ
ハ
ノ
明
神
」
22
ウ　

神
に
な
れ
る
と
な
ん
い
ひ
つ
た

へ
た
る
い
と
け
ふ
あ
る
こ
と
也
（
梅
）

Ｔ
「�

哥
詞
ノ
糟
糠
」
37
オ　

た
ゝ
う
き
世
の
は
か
な
さ
を
と
い
は
ま

ほ
し
き
也
（
梅
）

Ｕ
「�

案
過
テ
成
失
事
」
40
オ　

を
の
つ
か
ら
い
て
く
る
物
な
れ
は
ほ

と
に
つ
け
つ
ゝ
も
と
め
う
る
こ
と
も
あ
れ
と
（
梅
）

Ｖ
「�

範
兼
家
会
優
ナ
ル
事
」
45
ウ　

か
ひ
〳
〵
し
き
心
地
し
て
い
さ

ま
し
く
な
ん
あ
り
し
（
梅
）

Ｗ
「�

式
部
赤
染
勝
劣
事
」
57
ウ　

哥
の
か
た
は
式
部
さ
う
な
き
上
手

な
れ
と
身
の
ふ
る
ま
ひ
も
て
な
し
心
も
ち
ゐ
な
と
の
あ
か
そ
め

に
は
（
梅
）

Ｘ
「�

俊
恵
定
哥
躰
事
」
70
オ　

い
か
に
も
ま
こ
と
の
お
ほ
き
な
る
い

し
に
は
を
と
れ
る
や
う
に
（
梅
）

Ｙ
「�

業
平
本
鳥
キ
ラ
ル
ヽ
事
」
81
オ　

か
の
と
く
ろ
の
め
の
あ
な
よ

り
す
ゝ
き
な
ん
ひ
と
も
と
お
ひ
い
て
た
り
け
る
（
梅
）

ま
ず
、
Ａ
～
Ｇ
を
見
て
み
よ
う
。
こ
こ
は
、
梅
沢
本
の
脱
文
を
抽

出
し
た
も
の
だ
が
、
黒
川
本
の
脱
文
箇
所
は
梅
沢
本
に
完
全
に
一
致

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
、
黒
川
本
の
本
文
は
、
用
字
の
レ

ベ
ル
ま
で
梅
沢
本
と
の
一
致
率
が
高
く
、
両
者
は
非
常
に
近
い
関
係
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｘ

Ｙ

梅
沢

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

黒
川

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

呉

○

○

○

○

×

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

相
良

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

岩
国

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

三
手

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

永
禄

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

天
理

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

高
松
宮

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

阿
波
国

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

筑
波

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

三
手
書
入

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る︶

6
︵

。

続
い
て
Ｈ
～
Ｌ
に
目
を
向
け
る
と
、呉
本
の
み
の
脱
文
も
あ
る
が
、

相
良
本
・
岩
国
本
は
同
一
の
系
統
と
考
え
て
差
し
支
え
は
な
い
だ
ろ

う
。
全
体
的
な
本
文
の
傾
向
を
見
て
も
、
こ
の
三
者
に
共
通
す
る
異

同
は
非
常
に
多
い
。
ま
た
、「
二　

奥
書
と
章
段
」
で
は
、
こ
の
系
統

に
元
亨
四
年
奥
書
本
の
四
本
（
三
手
本
・
永
禄
本
・
天
理
本
・
高
松
宮

本
）
を
含
め
て
考
え
た
が
、
本
文
の
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、
こ
の
四
本

は
呉
本
の
系
統
と
い
う
よ
り
も
、後
述
す
る
混
淆
態
の
本
文
で
あ
る
。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｘ

Ｙ

松
岡

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

山
口

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

山
口
書
入

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

蓬
左

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

×

○

×

×

×

×

×

竹
柏
園

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

×

×

○

○

○

○

×

×

内
閣

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

静
嘉
堂

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

×

×

×

×

○

×

×

多
和

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

伏
見
宮

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

○

×

×

○

○

○

○

○
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奥
書
・
章
段
の
様
相
を
踏
ま
え
る
と
、
相
良
本
に
見
え
る
よ
う
な
元

亨
四
年
の
奥
書
と
見
出
し
（
呉
本
系
統
）
を
残
し
て
、
混
淆
態
の
本

文
を
採
用
し
た
と
い
う
体
の
も
の
が
存
在
す
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ

う
。こ

の
よ
う
に
、
梅
沢
本
（
黒
川
本
）
と
呉
本
（
相
良
本
・
岩
国
本
）

に
は
各
々
独
自
の
脱
文
が
存
在
す
る
の
に
対
し
、
こ
れ
以
外
の
諸
本

は
、
そ
の
ど
ち
ら
を
も
兼
ね
備
え
た
混
淆
態
の
本
文
で
あ
る
。
こ
の

混
淆
態
の
本
文
を
持
つ
諸
本
は
四
つ
に
分
類
が
可
能
で
あ
る
。

一
つ
目
は
筑
波
本
・
三
手
本
書
入
本
文
・
松
岡
本
・
山
口
本
・
山

口
本
書
入
本
文
の
弘
安
・
正
応
年
間
奥
書
本
で
あ
る
。
Ｍ
～
Ｐ
を
見

る
と
、
こ
の
系
統
の
み
が
持
つ
本
文
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
古
写
本

で
あ
る
梅
沢
本
・
呉
本
の
両
系
統
に
全
く
見
ら
れ
な
い
。
そ
う
な
る

と
、こ
の
部
分
は
増
補
さ
れ
た
も
の
と
判
断
す
べ
き
だ
ろ
う
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
本
の
中
で
山
口
本
は
章
段
の
あ
り
方
が
呉
本
系
統
に
近
か

っ
た
が
、
本
文
で
も
Ｍ
を
欠
い
て
お
り
、
他
本
と
は
少
し
距
離
が
あ

る
。二

つ
目
は
蓬
左
本
・
竹
柏
園
本
・
内
閣
本
・
静
嘉
堂
本
・
多
和
本

・
伏
見
宮
本
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
Ｑ
～
Ｙ
を
見
る
と
、
多
少
の
ば

ら
つ
き
は
存
在
す
る
も
の
の
、
他
の
諸
本
に
は
な
い
欠
脱
が
あ
る
程

度
ま
と
ま
っ
て
見
出
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
同
一
の
グ
ル
ー
プ
に
ま
と

め
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
中
で
、
内
閣
本
と
多
和
本

は
最
も
近
く
、
続
い
て
蓬
左
本
・
静
嘉
堂
本
が
同
じ
圏
内
に
あ
る
。

竹
柏
園
本
・
伏
見
宮
本
は
少
し
遠
く
な
ろ
う
か
。
ま
た
、
Ｍ
Ｎ
を
見

る
と
、
弘
安
・
正
応
奥
書
本
の
増
補
本
文
を
蓬
左
本
が
取
り
込
ん
で

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
の
が
、
阿
波
国
本
と
相
良

本
以
外
の
元
亨
四
年
奥
書
本
（
三
手
本
・
永
禄
本
・
天
理
本
・
高
松
宮

本
）
で
あ
る
。
奥
書
・
章
段
の
有
り
様
、
及
び
こ
こ
で
取
り
上
げ
た

箇
所
以
外
の
本
文
の
異
同
の
傾
向
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
二
者
は
別

に
扱
う
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

四　

総
論

こ
こ
ま
で
の
分
析
を
も
と
に
す
る
と
、
諸
本
に
は
次
の
よ
う
な
系

統
分
類
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
類

　
　

東
京
国
立
博
物
館
蔵
梅
沢
記
念
館
旧
蔵
本

　
　

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
黒
川
文
庫
蔵
本︶

7
︵

第
二
類

　
　

天
理
図
書
館
蔵
呉
文
炳
氏
旧
蔵
本

　
　

東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
相
良
為
続
筆
本

　
　

岩
国
徴
古
館
蔵
本

第
三
類
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第
一
群

　
　

東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
阿
波
国
文
庫
本

　

第
二
群

　
　

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

　
　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
松
岡
本

　
　

山
口
県
立
図
書
館
蔵
本
（
書
入
本
文
を
含
む
）

　
　

三
手
文
庫
蔵
本
書
入
本
文

　

第
三
群

　
　

天
理
図
書
館
蔵
竹
柏
園
旧
蔵
本

　
　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
林
羅
山
旧
蔵
本

　
　

静
嘉
堂
文
庫
蔵
本

　
　

蓬
左
文
庫
蔵
本

　
　

多
和
文
庫
蔵
本

　
　

宮
内
庁
書
陵
部
伏
見
宮
文
庫
蔵
本

　

第
四
群

　
　

天
理
図
書
館
蔵
平
仮
名
本

　
　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
永
禄
奥
書
本

　
　

国
立
歴
史
民
族
博
物
館
蔵
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本

　
　

三
手
文
庫
蔵
本
（
板
本
）

第
一
類
・
第
二
類
は
と
も
に
古
写
本
の
系
統
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に

長
文
の
脱
文
が
あ
る
。
長
明
の
自
筆
本
が
存
在
し
な
い
以
上
、
ど
ち

ら
が
よ
り
古
態
を
留
め
る
の
か
は
一
概
に
判
断
で
き
る
問
題
で
は
な

い
が
、
多
少
示
唆
的
な
異
同
も
存
在
す
る
。「
近
代
哥
躰
」
の
段
で
、

時
代
が
下
る
に
従
っ
て
珍
し
い
風
情
が
得
に
く
く
な
る
と
説
明
さ
れ

る
箇
所
を
取
り
上
げ
よ
う
。
梅
沢
本
と
黒
川
本
の
本
文
は
、「
こ
ほ
り

に
と
り
て
め
つ
ら
し
き
意イ

こ
を
そ
へ
」（
梅
・
62
オ
）
で
あ
る
。
傍
線

部
は
意
味
が
取
り
に
く
い
が
、
前
後
が
「
雲
の
な
か
に
さ
ま
〳
〵
の

雲
を
も
と
め
」「
に
し
き
に
こ
と
な
る
ふ
し
を
た
つ
ね
」
な
の
で
、

文
意
と
し
て
は
「
氷
を
詠
む
に
際
し
て
、
珍
し
い
意
趣
を
添
え
る
」

と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
傍
線
部
は
諸
本
で
は
次
の
よ
う

に
な
る
。

こ
ゝ
ろ
（
呉
・
相
・
岩
・
三
）、
心
（
永
・
天
・
高
・
山
）、
心
は
か

り
（
静
）、
意
々
（
阿
）、
イ
ロ
（
竹
）、
い
と
（
内
・
多
）、
色
（
筑

・
松
）、
い
こ
（
伏
）

梅
沢
本
が
「
意イ

こ
」
と
ル
ビ
を
ふ
っ
て
い
る
の
は
、「
意
」
は
「
イ
」

と
訓
む
べ
き
と
い
う
指
示
で
あ
ろ
う︶

8
︵

。「
近
代
哥
躰
」
で
は
、
こ
の

直
後
に
も
「
む
か
し
を
へ
つ
ら
へ
る
意イ

こ
と
も
な
れ
は
」（
62
オ
）

と
全
く
同
様
の
語
が
出
て
く
る
た
め
、
梅
沢
本
書
写
者
の
誤
写
と
は

考
え
に
く
い
。
な
お
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
諸
本
は
、

こ
ゝ
ろ
（
呉
・
竹
・
静
・
三
・
天
・
高
・
山
・
松
）、
心
（
内
・
筑
・

岩
・
蓬
・
多
・
伏
・
永︶

9
︵

）、
意
々
（
阿
）、
意本
ノ
マ
ヽ々

（
相
）、
意
こ
（
黒
）

と
な
る
。
こ
れ
だ
け
諸
本
間
で
異
同
が
出
る
と
い
う
こ
と
は
、
書
写



－53－

者
が
文
意
を
取
れ
ず
に
迷
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
梅
沢
本

の
「
意
こ
」
と
そ
の
変
形
し
た
形
（「
意
々
」「
イ
ロ
・
色
」「
い
と
」）
か
、

呉
本
の
「
こ
ゝ
ろ
」
か
と
い
う
の
が
大
き
な
差
だ
が
、「
こ
ゝ
ろ
」
や

「
心
」
が
そ
も
そ
も
の
形
で
あ
っ
た
場
合
、
文
意
が
通
じ
な
い
と
は

考
え
に
く
く
、
こ
の
よ
う
な
異
同
は
生
じ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

梅
沢
本
の
書
写
態
度
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
箇
所
が
参
考
に

な
る
。

ａ
「
マ�

ス
ホ
ノ
ス
ヽ
キ
」（
18
オ
）　

ま
そ
うを
歟

の
い
と
を
く
り
か
け

て
と
侍
か
と
よ

ｂ
「
哥�

人
ハ
不
可
証
得
事
」（
43
オ
）　

す
ゑ
の
世
の
哥
仙
に
て
い

ま
す
か本
ノ
マるヽ

へ
き
う
へ
に

ｃ
「
俊�

成
入
道
物
語
」（
47
オ
）　

俊
頼
は
ま本
ノ
マのヽ

な
く
お
も
ひ
い
た

ら
ぬ
く
ま
な
く

ｄ
「
仮�

名
筆
」（
76
ウ
）　

心
の
お
よ
ふ
か
き
り
は
い
か
に
も
や
は

ら
け
か
き
て
ち
か
ら
な
き
所
は
かま
歟

な
に
て
か
く

ａ
は
三
種
の
薄
の
う
ち
「
ま
そ
を
の
す
ゝ
き
」
を
説
明
す
る
部
分

で
あ
る
。
親
本
に「
ま
そ
う
」と
あ
る
の
で
そ
の
ま
ま
写
し
た
が
、「
ま

そ
を
」
の
表
記
と
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
ｄ
は
和
文
に

お
い
て
は
出
来
る
限
り
真
名
を
使
う
べ
き
で
は
な
く
、
仮
名
で
和
ら

げ
て
書
き
、
そ
れ
が
で
き
な
い
所
の
み
「
ま
な
」
で
書
く
と
あ
る
べ

き
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
も
、
親
本
に
あ
っ
た
「
か
な
」
を
そ
の

ま
ま
写
し
、「
ま
な
」
と
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
傍
記
で
表
し
て

い
る
。
ｂ
ｃ
は
書
写
者
に
と
っ
て
意
味
が
取
れ
な
か
っ
た
箇
所
で
あ

る
が
、「
本
ノ
マ
ヽ
」
忠
実
に
書
写
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
意
味

が
取
り
に
く
い
箇
所
や
明
ら
か
に
間
違
っ
て
い
る
箇
所
も
、
梅
沢
本

は
本
行
本
文
で
そ
の
ま
ま
書
写
し
て
お
り
、
親
本
に
対
し
て
か
な
り

忠
実
な
書
写
態
度
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

話
を
「
意イ

こ
」
に
戻
そ
う
。
こ
の
よ
う
な
梅
沢
本
の
書
写
態
度
を

見
る
限
り
、
梅
沢
本
の
親
本
（
よ
り
執
筆
時
に
近
い
時
期
の
写
本
）
の

段
階
で
は
、
本
文
は
「
意イ

こ
」
乃
至
は
「
意
」
の
字
を
含
む
も
の
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
時
、
呉
本
の
「
こ
ゝ
ろ
」
は
「
意
」

を
訓
読
し
た
形
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
よ
り
積
極
的

に
意
味
を
汲
み
取
ろ
う
と
す
る
書
写
態
度
が
垣
間
見
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か︶
₁₀
︵

。
呉
本
の
本
文
に
は
、

ｅ
「
哥
ヲ
イ
タ
ク
ツ
ク
ロ
ヘ
ハ
必
劣
事
（
38
オ
）

　

し
つ�

の
を
か
か
へ
し
も
や
ら
ぬ
を
や
ま
た
に
さ
の
み
は
い

か
ゝ
た
ね
を
か
す
へ
き
（
諸
本
）

　
　
　

傍
線
部
「
し
つ
の
め
」（
呉
・
相
・
岩
・
永
）

ｆ
「
道
因
哥
ニ
志
深
事
」（
51
オ
）　

優
し
て
十
八
首
を
い
れ
ら
れ
た
り
け
る
に
…
…
今
二
首
を
く
は

へ
て
廿
首
に
な
さ
れ
た
り
け
る
と
そ
（
諸
本
）

　
　
　

傍
線
部
「
廿
八
首
」（
呉
）　　

点
線
部
「
卅
首
」（
呉
）
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の
よ
う
に
、
長
明
の
執
筆
段
階
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

箇
所
も
存
在
す
る︶
₁₁
︵

。
梅
沢
本
と
呉
本
の
古
態
性
に
つ
い
て
は
、
本
文

全
体
の
精
査
を
も
っ
て
慎
重
に
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
両
者
の
書
写
態
度
を
勘
案
す
る
と
、
梅
沢
本
に
よ
り
強
い
古

態
性
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

第
三
類
は
、
第
一
類
・
第
二
類
の
混
淆
態
の
本
文
を
持
つ
諸
本
で

あ
る
。
第
一
群
の
阿
波
国
文
庫
本
は
、
本
文
全
体
を
見
渡
す
と
、
三

類
本
の
中
で
最
も
第
一
類
の
本
文
に
近
い
。
以
下
の
よ
う
な
例
が
典

型
で
あ
る
。

ｇ
「
隔�

海
路
論
」（
５
ウ
）　

か
の
い
そ
な
る
人
を
こ
の
う
み
ま
て

み
わ
た
す
（
梅
・
黒
・
阿
）

　
　
　
　

傍
線
部
「
こ
の
う
ら
に
て
」（
諸
本
）

ｈ
「
近�

代
哥
躰
」（
68
ウ
）　

を
ろ
か
な
る
や
う
に
て
た
え
な
る
こ

と
は
を
き
は
む
れ
は
こ
そ
心
も
お
よ
は
す
詞
も
た
ら
ぬ
時
こ

れ
に
て
お
も
ひ
を
の
へ
（
梅
・
黒
・
阿
）

　
　
　
　

傍
線
部
「
こ
と
は
り
」（
諸
本
）

ｇ
は
梅
沢
本
の
本
文
で
は
、「
あ
ち
ら
の
磯
に
い
る
人
を
こ
の
海
ま

で
見
渡
す
」
と
な
り
、
意
味
が
通
じ
に
く
い
。
諸
本
の
「
こ
の
浦
で

見
渡
す
」
の
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
ｈ
は
歌
の
徳
を
説
明

す
る
箇
所
だ
が
、歌
は
「
愚
か
な
よ
う
で
優
れ
た
詞
を
極
め
る
か
ら
、

心
も
及
ば
ず
詞
も
足
ら
ぬ
時
に
、
歌
で
思
い
を
述
べ
」
と
す
る
第
一

類
の
本
文
で
は
、「
こ
と
は
を
き
は
む
」「
詞
も
た
ら
ぬ
」
と
矛
盾
す

る
事
態
に
な
る
が
、
諸
本
の
「
こ
と
は
り
」（
理
）
で
解
釈
す
れ
ば
、

文
意
も
取
り
や
す
い
。
阿
波
国
本
は
混
淆
態
本
文
で
あ
る
に
も
拘
わ

ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
箇
所
で
第
一
類
の
本
文
を
踏
襲
し
て
い
る
。
前

述
し
た
「
近
代
哥
躰
」
の
「
意イ

こ
」
の
異
同
に
お
い
て
も
、
阿
波
国

本
は
「
意
々
」
と
い
う
梅
沢
本
・
黒
川
本
（
第
一
類
）
に
近
い
本
文

を
採
っ
て
い
た
。「
二　

奥
書
と
章
段
」
で
も
指
摘
し
た
が
、
阿
波

国
本
は
書
写
年
代
は
下
る
と
は
い
え
、
第
一
類
に
か
な
り
近
い
古
態

性
を
保
っ
た
本
文
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
群
の
弘
安
・
正
応
年
間
奥
書
本
は
、
本
文
の
性
質
と
し
て
は

増
補
系
で
あ
り
、
古
態
性
に
お
い
て
は
劣
る
も
の
だ
が
、
特
筆
す
べ

き
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
は
伏
見
院
や
飛
鳥
井
雅
有
の
周
辺
、
江

戸
時
代
に
お
い
て
は
契
沖
と
そ
の
門
下
と
い
う
、
そ
の
享
受
圏
で
あ

る
。
契
沖
が
当
該
系
統
の
本
を
選
ん
だ
の
は
、
伏
見
院
周
辺
で
の
享

受
を
物
語
っ
た
奥
書
が
本
文
の
価
値
を
保
証
し
た
と
い
う
こ
と
で
も

あ
ろ
う
か
。
伏
見
院
サ
ロ
ン
で
の
『
無
名
抄
』
の
享
受
は
、
伏
見
宮

貞
成
親
王
（
後
崇
光
院
）
の
『
看
聞
日
記
』
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）

一
〇
月
一
四
日
条
の
記
事
、「
十
四
日
、
晴
、
内
裏
和
歌
抄
物
御
用
之

由
被
仰
下
之
間
、
五
帖
進
之
、
詠
歌
口
傳
秘
抄
為
秀
卿
自
筆
、
累

代
秘
蔵
之
本
也
、

詠
歌
大
概

・
和
歌
十
躰
抄
大
通
院

御
筆
、

・
僻
案
鈔
・
無
名
抄
鴨
長
明
作

、
五
帖
進
了
、
…
（
後
略
）

…
」︶
₁₂
︵

に
見
え
る
、
貞
成
親
王
が
「
内
裏
」（
後
花
園
天
皇
）
に
進
上
し
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た
「
無
名
抄
鴨
長
明
作
」
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
て
興
味
深
い
。

第
三
群
は
、
竹
柏
園
本
や
蓬
左
本
の
よ
う
に
書
写
年
代
が
古
い
も

の
、
二
条
派
の
定
為
の
手
許
に
あ
っ
た
本
を
祖
と
す
る
伏
見
宮
本
の

よ
う
に
素
性
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
等
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と

に
は
全
体
的
に
欠
脱
が
多
い
。
な
お
、
竹
柏
園
本
は
諸
本
中
唯
一
、

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
り
、
奥
書
に
も
見
え
る
よ
う
に
寺
院
内

で
享
受
さ
れ
て
い
る
。
第
二
群
と
同
様
、『
無
名
抄
』
の
享
受
の
問
題

に
関
連
す
る
伝
本
で
あ
る
。

第
四
群
は
、
相
良
本
以
外
の
元
亨
四
年
奥
書
本
の
諸
本
で
あ
る
。

奥
書
・
章
段
の
あ
り
方
は
第
二
類
、
本
文
は
第
三
類
第
一
群
の
特
徴

と
重
な
る
。『
無
名
抄
』
の
板
本
は
全
て
同
板
な
い
し
は
覆
刻
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
第
三
類
第
四
群
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

前
述
の
「
近
代
哥
躰
」
の
「
意イ

こ
」
の
異
同
に
お
い
て
、
第
四
群
の

諸
本
は
全
て
呉
本
の
本
文
と
一
致
し
て
い
た
が
、
全
体
を
通
し
て
、

以
下
の
如
く
、
第
二
類
の
本
文
と
一
致
す
る
傾
向
が
高
い
。

ｉ
「
哥�

ヲ
イ
タ
ク
ツ
ク
ロ
ヘ
ハ
必
劣
事
」（
37
ウ
）　

な
に
ゝ
て
も

な
き
こ
も
の
に
な
る
な
り
（
諸
本
）

　
　
　
　

傍�

線
部
「
物
」（
呉
・
相
・
永
）「
も
の
」（
岩
・
三
・
天
・

高
・
山
）

ｊ
「
五�

日
カ
ツ
ミ
ヲ
フ
ク
事
」（
79
オ
）　

あ
さ
か
の
ぬ
ま
の
花
か

つ
み
と
い
ふ
物
あ
ら
ん
そ
れ
を
ふ
け
（
諸
本
）

　
　
　
　

傍�

線
部
「
あ
ら
は
」（
呉
・
相
・
岩
・
永
・
天
）「
あ
ら
ば
」

（
三
・
高
）

従
っ
て
、
こ
の
第
四
群
は
、
第
三
類
の
諸
本
の
中
で
は
第
二
類
に
近

い
本
文
だ
と
言
え
る
。

伝
本
の
概
況
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
最
後
に
系
統
を
簡
単
に

図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　

第
一
類
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
群
本

（
自
筆
本
）　　
　
　
　
　
　
　

第
三
類
本　
　

第
二
群
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
群
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
四
群
本

　
　
　
　
　
　

第
二
類
本

今
回
取
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
伝
本
も
数
多
く
あ
り
、

本
文
の
性
質
と
享
受
圏
の
関
係
な
ど
、
残
さ
れ
た
問
題
は
多
い
。
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

︻
注
︼

（
1
）
久
保
田
淳
氏
に
よ
る
復
刻
日
本
古
典
文
学
館
『
無
名
抄　

梅
沢
本
』（
昭

和
四
九
年
、
日
本
古
典
文
学
会
）
の
解
題
参
照
。

（
２
）『
無
名
抄
全
講
』（
昭
和
五
五
年
、
加
藤
中
道
館
）
の
底
本
と
な
っ
て

い
る
梁
瀬
一
雄
氏
蔵
本
（
応
永
一
五
年
︿
一
四
〇
八
﹀
橘
遠
房
の
書
写
）
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も
同
様
の
奥
書
を
有
す
。

（
３
）
久
保
田
淳
氏
は
、
前
掲
書
（
注
１
）
で
、
三
手
本
の
書
き
入
れ
に
つ

い
て
「
契
沖
の
書
入
れ
の
写
し
か
と
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。

（
４
）
⑦
の
奥
書
の
「
た
か
つ
か
さ
」
が
「
た
か
つ
○か
歟

さ
」、「
わ
な
ゝ
き
い
へ
る
」

が「
わ
な
ゝ
き
侍
」、「
乱
侍
め
り
」が「
似
本
ノ
マ
ヽ

侍
め
り
」と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
東
宮
」
に
「
伏
見
院
乎
」、「
弘
安
」
に
「
後
宇
多
院
」
と
朱
の

傍
書
を
施
す
。
こ
の
異
同
は
、
朱
の
書
き
入
れ
も
含
め
て
、
山
口
県

立
図
書
館
本
の
奥
書
と
一
致
す
る
。

（
５
）
例
え
ば
、「
寂
蓮
顕
昭
両
人
事
」
の
章
段
で
は
、
長
明
の
歌
を
詠
み
替

え
さ
せ
た
人
物
に
つ
い
て
、
本
文
中
で
は
「
あ
る
先
達
」
と
し
か
記

さ
な
い
の
に
対
し
、
見
出
し
で
は
「
顕
昭
」
の
名
を
充
て
る
。

（
６
）
久
保
田
淳
氏
は
、
前
掲
書
（
注
１
）
で
、
黒
川
本
が
梅
沢
本
に
「
近

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。

（
７
）
黒
川
本
は
最
終
の
二
丁
分
が
料
紙
・
筆
と
も
に
別
で
あ
り
、
こ
の
部

分
の
本
文
は
第
三
群
第
三
類
の
も
の
で
あ
る
。

（
８
）
梅
沢
本
で
は
他
に
、「
五
日
カ
ツ
ミ
ヲ
フ
ク
事
」
の
章
段
で
「
广チ
ヤ
ウ
く
わ
ン官
」

と
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
お
り
、
訓
み
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
９
）
永
禄
本
の
本
文
は
「
心
こ
と
も
な
け
れ
は
」
で
、
文
脈
が
変
わ
っ
て

い
る
。

（
10
）
呉
本
に
は
補
入
・
異
本
注
記
を
表
す
傍
記
は
あ
る
が
、「
本
ノ
マ
ヽ
」

「
…
歟
」
等
の
傍
記
は
存
在
し
な
い
。

（
11
）
ｅ
に
つ
い
て
は
、『
季
経
集
』
の
本
文
は
「
し
づ
の
を
が
か
へ
し
も
や

ら
ぬ
を
や
ま
だ
に
さ
の
み
は
い
か
が
た
ね
を
か
す
べ
き
」（
四
）。「
し

づ
の
め
」
が
「
田
」
を
「
か
へ
す
」
と
い
う
の
は
、
和
歌
で
は
例
を

見
な
い
。
ｆ
に
つ
い
て
は
、『
千
載
集
』
に
お
け
る
道
因
の
入
集
歌
数

は
二
十
首
で
あ
る
。『
千
載
集
』
の
伝
本
は
一
系
統
に
属
す
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
呉
本
の
誤
写
と
見
る
べ
き
箇
所
で
あ
る
。

（
12
）
本
文
の
引
用
は
圖
書
寮
叢
刊
『
看
聞
日
記
』
に
よ
る
。


